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 氏    名 ： 齊藤 理恵（消化器 リウマチ・膠原病内科） 
 
 学位論文題名 ： Anti-carbonic anhydrase III autoantibodies in 
vasculitis  
   syndrome 
 （血管炎症候群における診断マーカーとしての抗 Carbonic    




来可溶性蛋白を抗原とした Western blot 法と、MALDI-TOF/TOF MS 法によ






意に高いことを見出した。さらに、抗 CAIII 抗体が陽性の MPA 患者群では、
同抗体が陰性の MPA 患者群と比較して疾患活動性が有意に高いことも見出し
た。以上の研究成果を基に、申請者は抗 CAIII 抗体の測定は MPA の診断や疾
患活動性の評価に有用であると結論した。 
 MPA では、自己抗体 myeloperoxidase(MPO)-ANCA と疾患の相関が既に報
告されているが、申請者は MPA 患者群において血清 MPO-ANCA 値と抗
CAIII 抗体価は相関せず、そのため抗 CAIII 抗体価の測定が ANCA 陰性の
MPA 患者における診断や疾患活動性の評価に有用なマーカーとなる可能性を
提言した。 
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